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特集 ボイラ
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近年のボイラ市場においては、小型貫流ボイラが主流

となっている。その理由として、省スペース性や取り扱

いやすさ、また無資格で運転できる利便性が挙げられる。

しかし、使用蒸気量が6,000kg/h以上となる中～大規

模のユーザにおいては、設置台数の増加に伴い、運用時

の頻繁な発停によるエネルギー損失や保守管理の煩雑さ

が問題となる。

従来より当社で販売している大型貫流ボイラ「Ifrit」
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「イフリート フェルサ」シリーズは、燃料の種類とし

て市場要求が最も多い13Aガス焚きに特化し、最高使

用圧力の分類で0.98MPa、1.56MPa、1.96MPaの３

種類、換算蒸発量の分類で3,000kg/h、4,000kg/h、

5,000kg/h、6,000kg/hの４種類の計12種類をライ

ンアップしている。更に最大16台を同時に制御できる

台数制御装置と組み合わせることで、最大換算蒸発量




